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漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

引
き
続
き
魚
食
普
及
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
但
馬
漁
業
協
同
組
合
へ
配
置
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
活
用
し
、
漁
業
分

野
に
お
け
る
６
次
産
業
化
に
向
け
た
研
究
、

魚
食
普
及
を
含
め
た
町
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

松
葉
ガ
ニ
の
資
源
量
は
近
年
減
少
傾
向
に

あ
り
、
水
産
庁
が
行
う
資
源
調
査
に
よ
り
海

域
別
に
漁
獲
可
能
量
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
漁
獲
制
限
は
水
産
業
者
や
観
光
関
係
業

者
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

今
後
も
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
ま

す
。

▲ベニズワイガニの競りの様子

観
光
・
商
工
業
の
振
興

観
光
・
商
工
業
の
振
興

町
内
事
業
所
が
抱
え
る
後
継
者
不
足
や
販

路
拡
大
と
い
っ
た
経
営
上
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
「
事
業
承
継
推
進
事
業
」
に
継
続
し

て
取
り
組
む
ほ
か
「
地
域
産
業
活
性
化
人
材

育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
に
よ
り
、
引
き
続

き
事
業
所
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
起
業
・
創
業
す
る
意
欲
の
あ
る

事
業
者
へ
の
支
援
と
そ
の
拡
大
を
図
る
た
め

「
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」「
起
業
・
創
業
支
援

事
業
補
助
金
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
の
小
規
模
事
業
所
が
設
備

機
器
な
ど
の
更
新
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
「
設
備
投
資
支
援
事
業
補
助
金
」

制
度
を
開
始
し
ま
す
。

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
改
正

（
８
％
↓
10
％
）
に
よ
る
消
費
へ
の
影
響
緩

和
と
消
費
喚
起
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
と

子
育
て
世
帯
（
０
〜
３
歳
未
満
児
）
に
対
し
、

プ
レ
ミ
ア
ム
補
助
20
％
を
付
与
し
た
商
品
券

を
販
売
し
ま
す
。

新
た
な
観
光
関
連
事
業
と
し
て
５
月
１
日

に
運
航
を
開
始
し
た
「
か
す
み
海
上
Ｇジ

Ｅ
Ｏオ

Ｔタ

Ａク

Ｘシ

Ｉー

」
に
は
事
業
開
始
時
の
初
期
投
資

に
対
し
て
助
成
し
、
立
ち
上
げ
を
後
押
し
ま

し
た
。

神
戸
営
業
所
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
へ
の
情

報
発
信
や
、
観
光
振
興
ポ
ス
タ
ー
、
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
広
告
に
よ
る
本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ

を
図
る
と
と
も
に
、「
香
美
町
フ
ェ
ア
」
に

よ
る
特
産
物
の
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
香
美

町
観
光
振
興
計
画
の
実
践
委
員
会
（
仮
称
）

を
設
置
し
、
計
画
の
実
践
を
行
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、「
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局
」
に
よ
る

広
域
観
光
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
国

語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
や
多
言
語
翻
訳

機
の
購
入
補
助
を
行
い
、
観
光
客
の
滞
在
時

間
の
拡
大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
図
り
ま

す
。

▲奇岩や洞門などを巡る「かすみ海上 GEO TAXI」

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
県
東
部
か
ら
京
都
府
北
部
ま
で
の
同
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
引
き
続
き

図
る
と
と
も
に
、
２
度
の
世
界
再
認
定
を
受

け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
ジ
オ
カ
ヤ
ッ
ク

指
導
者
講
習
会
・
検
定
会
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、ガ
イ
ド
養
成
な
ど
、ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
の
普
及
・
推
進
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ

ル
協
議
会
と
と
も
に
、
余
部
か
ら
香
住
、
柴

山
、
佐
津
を
つ
な
ぐ
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
の
整

備
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
。

と
も
に
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

▲ジオスポット「鎧の袖」

一
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
空
の
駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
」

の
乗
客
数
は
５
月
末
現
在
で
28
万
人
を
超
え
、

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、
但
馬
で
有
数

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
道
の
駅

あ
ま
る
べ
と
あ
わ
せ
て
誘
客
対
策
に
さ
ら
に

取
り
組
み
ま
す
。
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ととフェス

佐津オープンガーデンフェスタ

うへ山の棚田「田植え」

4 月 20 日、「香美町魚食の普及の促進に関する

条例」施行 5周年イベント「ととフェス」が香住

漁港西港で開催されました。サザエ釣りや、鮮魚・

加工品販売、香住高校生による缶詰の販売で港は大

盛況。さらに特別イベントとして行われた、「利き

魚
とと

チャレンジ」では、5種類の焼き魚のうち 3種類

以上食べ当てるともらえる「香住ガニ」を目指して

挑んだ参加者に、会場から声援が送られました。

香美町とと活隊隊長の濱上栄作さんは「条例施行

から 5年で魚の調理実習の講師依頼も増え、普及

が進んできたと感じる。でもまだ通過点。さらに多

くの人に魚食を広めていきたい」とさらなる推進か

ける熱意を話してくれました。

4月 21 日～ 22 日の 2日間、香住区訓谷で「佐

津オープンガーデンフェスタ」が開催されました。

道沿いや開放された庭には色とりどりの花が咲き

誇り、多くの観光客を魅了。「全国花のまちづくり

コンクール」個人部門で優秀賞に輝いた太田よしの

さんは「庭を一枚の絵として楽しんでもらえたらう

れいしい」と手塩にかけた自分の庭を眺めながら

語ってくれました。

また、地区内の民宿ではランチセットや手作りパ

ンケーキなどが提供されたほか、花苗の販売なども

行われ、訪れた人々はおもてなしを満喫していまし

た。

5月 19 日、小代区貫田「うへ山の棚田」で田植

えが行われました。

同棚田は、美しい景観から日本棚田百選にも選ば

れていて、地元住民のグループ「俺たちの武勇田」

が中心となって、保全に努めています。

この日は、機械を使わない、昔ながらの手植えを

実施。参加者は、目印の木の枠に沿ってコシヒカリ

の苗を植えていきました。

参加した、村尾俊汰さんは「毎年楽しみで、小学

生になる前から中学生となった今も参加しています。

今年もたくさんの人とお話をしながら田植えができ

て楽しかったです」と語ってくれました。

▲焼き魚の食べ当てに苦戦する参加者

▲開放された庭を鑑賞する来訪者

▲昔ながらの方法で田植えを行う参加者


















